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現代建築における人間性に関すろ一考察

細　　田　　育　　宏．

（A．Y｛ew　on七he　Hu二m－a’nity　in　Oon七emporary

Archi七ec七ure，by　Yasuhiro　Hosoda）

冒　　　　爽

　　序

第一章現代建築における合理性の問題

　　第一節合理性
　　第二節　合理主義建築思潮

第二章　現代建築における機能性の問題

　　第一節機能性
　　第二節　機能主義建築思潮

第三章現代建築におげる国際性の問題

　　第一節国際性
　　第二節　国際主義建築思潮とヒゴマニズム

第・四章　現代建築における人間性の問題

　　第二節建築とヒゴマニズム

　　第二節現代建築におけるヒューマニズムの方向

　　註

序

　慶史学の立場では当時代の出来事は凡そ50年は経過しなければその史的意義は明らかに出来

ないと云われている。か」る見解に立てば私が今こ∫で現代建築を考察するにしても建築史的

には的確さを欠くものとなるかもしれない。然し現代的な建築の新しい出来事がそれまでとは

著しく異なつたものを生み出したし，それを現代に立つての批判は可能である。しかも「現代」

と云う魔史的位置に生きている我々が近代の蓮続として現代をある観点からと．らえる事が可能

だと云う基盤に立つ時，現代建築を大いに反省し，分析し，批判し，絶えす生長する現代を更

に一暦よりよき創造的価値実現の為の考察が必要になつてくるのである。それはとりもなおさ

す現代建築における「人間性欠如」の問題である。本稿ではか」る問題意識に立つてこれに対

する追求を試みようと思つているが，その順序として20世紀初頭前後頃から一応確立されてき

た建築の合理性・機能性・国際性をそれぞれの杜会的・歴史的思潮をバヅクにして戒立した建



10

築の主義・思潮と合せて論述し，それらの主義・思潮がそれ自体を実質上究極の胃的原理とす

るところに建築の現代的問題が存在することを指摘し，よりよき現代建築創造の為には結局現

代的ヒューマニズムに立脚しなければならない事を1明らかにしたいと思う。かつて史上幾度か

人間性は問題にされた。然しそれをそのま∫現代のヒュマニズムに置きかえる事は出来ない。

それは現代的に再構威して考えられなければならない。

　（私自身この研究を始めてから日未だ浅く又紙数も隈定されているので，意に満たない点が

　多々ある事と思う故，諸兄の卒直な御批牛脾仰ぎたい一念である。）

　　第口章　　現代建築におげる合理憧の聞題

　　　　第一節　合　理　性

　現代建築の合理性の問題は佳生活の合理化の問題を含み，更にそれは現代建築創造における

合理的精肺の問題につながるものであろう。現代建築はある目的に対して最も純粋に直接満足

を与える様に考えられる事が一つの特色であると云える。その目的とは即ち住行為と云う建築

の持つ目的である。か」る目的の実現のために必要とする手段及びその手段の選択・利用の仕

方として「技術」が問題になる。技術は目的に対する手段の適合関係とその手段の適用による

有効なる威果の期待と云う二つの契機の統合体として理解される。技術は科学的・理論的法則

体系の中に位置している。有効なる威果の期待とは実用的合目的性で経済性を根本としてい

る。一切の非実用的要素を除去し建築の実用性の遣求こそ建築における合理性の問題である。

建築を杜会的墜史的にとらえてみるとそれに即応したかの様な種々な様式（Sty1e）がみられる。

然しこれらの様式はその時代には確かに最も現代的とうたわれたものであろうけれども，現代

としてはもはや実用的な意義を失つているものである。これは杜会的耐用性と物的耐用性のテ

ンポの相蓮によるもので，過去のある時代に，その時代なりの杜会的情況を背景にして建てら

れたものが，時代の経過により物質的には未だに現存していても，杜会的には耐用性を失つて

行く事を物語つている。過去の生活感情と現代のそれとに大きな変化を認め，か∫る現代の情

況を合理的に把擾した建築の実現をはからなければならない。現代建築は機械の大量生産によ

つてその材料や部品のロー・コストをはかり，更に工場生産の現場組立のプレファブ構法

（Prefabric就ed　Hous血g）は経済的合理化のあらわれに他ならない。ブロツク　（Concrete

B1o・k）による建築は煉瓦建築の現代版と見る事が出来よう。叉鉄・セメント・ガラス等の薪

建築材料から更にプラースチツク製品の建築応用などに見られる幣に科学的合理性は益々深めら

れている。この様に近代科学の生んだ新しい建築材料の進歩，構造の工学的発達とそれらの生

産技術等における所の近代的科些的合理呂の遣求は建築に一一暦現代としての新たな問題意識を

必要とし，そこからは必然的に過去の様式。伝統からの断絶を見るに至るのである。玄関は句

式だ，客聞はこうするものだ，台所便所なんか一番後の問題だと云つた建築に対する前近代的

な因嚢的な態度は建築の本来の目的意識から離れ，その中に住む人間の虚栄的自奪心を満足さ

せるような威厳・格式⑭奪厳等の奪重保持をしつじけていた。（1）それはあたかも一種の信仰的
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なものであり合理的には理解不可能のものである。ましてや建築の家相判断に至つては極度に

迷蒙な碑秘的なものと云わなくてはならない。

　かように現代建築におげる合理性は建築それ自体のもつ目的に対して科学的技術の法則性に

基づく合理的精碑として位置づけらなるのであつて，しかも過去の伝統的・因襲的・匿史的・

杜会的な非合理性を打破し，啓蒙し，同時に薪たな非合理性に直面してそれの合理的解決がな

される事にごそその思義があると云えよう。

　　　　第二節　　合理主義建築思潮

　現代建築の合理性を墓礎づける建築思潮として先す「合理主義建築」（Ration乱1istic　A・chit

e硫uじe）をとりあげなければならないが，現代における合理的精紳が建築界において位置牽し

める様になつた要因として近世の思想的傾向と科学的発達とを基底とする近世文化から求めら

れなければならないだろう0

　19世紀末の科学技術による各種の薪発明と薪発見は思想界にも実証主義と唯物論的世界観を

もたらし，もはや古典への室想も中世への夢想も魅力がなくなり，すべて歴史的なるものカ・ら

の覇絆から解放されてただ旨然と現実に即して人生を見，芸術においては嘗然主義的乃至現実

主義的傾向を示して来た。これが建築においては，近代科学及び工業の進歩による薪建築材料

として鉄とセメントとガラスの生産の発展と，更に鉄筋鉄骨コンクリート構造法が遇去の石や

煉瓦などの構威材料とは全然性格を異にして過去において不可能な構造の多くもこれによつて

薪しい構造を可能にし，叉その優れた点が認められ，しかも鉄やセメント，ガラスなどを素材

とする薪建築構威美の認識がなされるに至つたのである。即ち薪時代の緯築は薪材料による新

構造の科学的合理性の遣求と云う形態をとるのであるが，か」る合理的建築思潮として先利9

世紀末期に欧州において，過去の歴史的様式から全く離れて新しい建築材料たる銑やガラス等

による表現をしたアーノレ・ヌーボー（L’A沌No∀eau）に端を発したと見る事が出来るが然し

当時の芸術界の嘗然主義的思潮に歩調を合せて，動植物の形態の写実的表現の奔放な曲線の駆

使のため徒らに煩薙に流れ，鉄やガラス等の科学自守性質と相入れないものがあつたためやがて

20世紀初頭を絶頂として衰退していつたのである。アーノレ・ヌーボーが伝統から脱皮して合理

主義的傾向に入つたのに，薪材料の構法に不認識の点があつたと云う欠階を留意してこの主張

を更に推し進めたのが「分離派」，（Secession）の思潮である。この題動の巨匠，婁のオツトー・

ワグナー（O抗o　W・9ne・，コ84一一1918）は建築家のとるべき態度として先す建築の目的の把握

と充足から始まり，加工性・耐久性・経済性を考慮した新材料の選定，そして簡潔にして経済

的な構造を目標としてあげ，所謂実用主義建築を主張して多くの設計をしたが，か∫る思潮は

欧州を1始め世界各地に行き渡り，合理・合目的性を強調する現代建築の基礎をきすいたものと

云える。（・）この分離派建築運動を更に押し進めて，建築は構造物の力学的・数理的な解答を遺

求することにありとする独のぺ一夕一・べ一レンス（Peter　Behrenrs，1868－1940）らを申必と

する構造派（St・uctu醐1Rat1ona11sm・）の建築は科学至上主義の現れであり，建築における唯物

sokyu
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をあげる為に各諸室間における機能の分折がなされ，それら各室聞の単なる目的充足だけでな

く全体としての室間を科学的・合理的な態度で具現されるのである。これを列記チると次の如

くなるであろう◎（6）

　（1）動線　人が建築室間で動くその軌跡が，標準状態において最も短かくかつ出来るだけ交

錯しない様単純化する事が平面計画において考えられなければならない。‘

　（2）作業線物の加工・処理・整理・運搬。牧納等の順路を人の動線と合せ解決する事はあ

らゆる建築一般の主要な因子である。

　（3）動作域　動線や作業線は必然的にそれがなされる領域が予想されなければならない。し

かしてその動作域は動線や作業線が能率的な可能性のもとになされる爲に必要な面積・形態③

配置・出入口等の室間的処理がなされなければならない。

　（4）高性能的設備　以上三項目をより機能的にするために衛生・暖冷房“探光・照明・色彩

・換気・音響③ガス・水道・家具等はもとより電気力②機械力の高性能的設備計画が可能な隈

りなされる事が必要である。

　（5）純粋機能形態　機能充足を建築表現の原理とする機能建築は実用性の重視で，材料・構

造の直接的表現となり，機能以外の一切の付加的装飾も，叉非実用的な伝統的因襲的な表現も

拒否し単純な合理的・幾何学的純粋機能形態をとるのである。建築の機能性は建築を活動的・

現象的機能体としてとらえ，その動的機能実現に科学的・合理的方法がとられるところに建築

の合理性と合流するものである。從つて機能主義建築においても，依然として台理主義建築思

潮における問題点が尾をひいているのである。か上る問題構造を考察するために次の機能圭義

建築思潮をとりあげてみよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

　　　　第二節　機能主義建築思潮　　　　　　。

　機能主義建築（Func仇ona1A・ch1tectul）の思潮の初期におけるとりあげ方は婁のワグナー

・「芸術はただ必要によつてのみ支配される」（1895）（。）によつて代表されるが，その必要とは

即ち物的実用的な必要の意味で実用と美との一致，実用様式（Nutz　StiI）を主張したもので，

その建築観は直ちに既往様式の否定となつて現れた。実用と美との一致とは科学的・合理的・

法則性を基礎とする実用的機能の充足によつて生れる建築こそ真の芸術として建築でそれ以上

に付加的構築は実用的美の建築としては単なる虚飾にしか憧しないとするものである。米のサ

リバン（Louユs　He蛆y　Su1lwan，1856一一924）は生物学者ラマルク（Jean　B・pt1ste　de　Mlonet

L；独a・k　1744－1824）の「使用廃用誘」（1809）（8）からの公理「形態に常に機能に從う」

（“Fo・㎜eue・fonows　funct1on”）を機能美（Funct1ona1Be舳ty）なる概念に発展せしめた。

　一般に実用的造品の形態はそれが果す機能によつて決定されるのが最も根元的な姿であろ

う。これを「純粋機能形態」と呼ぶ事ができる。然し人類発生以来の実用的造形晶を観察する

と純粋機能形態それ自体としての遺求としてよりはむしろ何らかの外面的伺加的装飾を施す事

がなされ，そこにこそ実用的造形品が芸術的価値を帯び得る唯一の道であるとされ，それが最

sokyu
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高潮に達したと思われるのが，近世17～8世紀のバロツク（Ba・oque）・ロココ（Ro・o・o）時代

の建築・工芸であつた。

　それは凡そ人間の可能な最大隈の技巧的表現で，一つの作品を製作するのに莫大な時間と費

用がかけられたものが多かつた。その様な生活造形晶を受け入れ得るのは，それだけの経済力

のある王候や貴族階級に限られたのは当然である。彼等はその様な人間の技巧の粋を尽した建

築・工芸品を競つてとり入れ自分の地位の威厳を誇示するのに魅力的な力を発揮したのだが，

　般大衆はその様な当時優れているとされていた高価な実用造形品からは締め出されてしま＝つ

て全く人闇の階級的意識の醸蔵を促すのみだつた。所が18～19庫紀にわたる産業革命以後漸次

獲頭した機械はかような伝統的因襲を持たなかつたので比較的純樺な形態として発達して行つ

たのである。それが一9～20世紀にかけて一応機械の大量生産方式確立と共に機械の威力は益々

地歩を固めて行き，機械時代に育つ20胆紀人は19世紀迄のアカデミツク（Acade㎜1・）な造形品

が欠いていた大きさ・単純性⑤清潔性・誠実性の魅カが，当時旧式の遺物に囲まれた生活にあ

きたらないと意識しつ」あつた人々を必然的に刺戟し，か」る機械の機能形態の申に新しい美

の理想を見出し・〈間の科学的所産としての檸械にも美しきもの・オブジェ（0bjeet）とし

て造形的芸術性を認めるようになつて行つたのである。か∫る機械的なものの讃美の思潮とし

て1909年パリ（Pa・is）のブイガロ紙上に発表された伊のマリネツテー　（F三1ipPo　Ta㎜m．aso

Ma・1鵬伽，1876－944）中心の末来派（Futu・ユs皿）宣言「我々は薪しい美，却ち速度の美がこ

の世界の輝きを豊富にしてきた事を断言する」（ユ。）に端的に表現されている。リチャーズ（T．

M．Rユcha・ds，ユ907一）は近代建築が工学と機械のテザインから　　ドツクや高圧電塔や飛行機

から　　学んだ重要な事として三つあげ，（且）新しい材料を用いる技術，（2糠の簡素と表現の誠

実さ，・（3）工学が人知れすまた偶然であるかの様に用いた基本的な建築的特質，リズム・規模・

対照の生み出す圧倒的な壮観である，と言免明している。（1】）

　一体人間の美意識内容と云う物は越歴史的に一定の物で1ない事は留意されるべきである。杜

会的騒史的な潮流の色彩は常に塗りかえられている様に，人間の美意識内容も常に変化してい

る事は具体的な史的事実が特語つているからには認めざるを得ない。今こ∫に一つ具体例をあ

げれば，流体力学の科学的法則性が生んだ「流線形」（Stleam．一11ne）は重量及び構造からの形

態（FO・蛆）であり，スピードからの機能形態である。この流線形に現代人は美意識を持つて

いる。その無駄のない単純化された軽快なスマートさは薪しい機能形態美の典型として現代人

は受け入れている。燕とか鳩等の鳥の形態も単純な純粋機能形態美として感するのである。そ

れでは機能に從う形態ぼ常に必す美しいだろうか？燕や鳩に限らすに鷲でも雀でもそれなりに

機能形態を具えているし，或いは蛇でもみみすでも皆然りである。然し乍ら必すしもそれらす

べてを機能美として現代人は受取つていない。從つて機能と美意識とは一致する事もあれば無

関係の事もあると云わざるを得なない。美意識内容は経験的な性格をもち，それは人間をとり

ま＝く生活経験によつて常に両構成（R・一・・nst・u・t三〇n）されていると見なければならない。それ

は今目の美は明日の醜になるべき運命を常に荷負つていると言う事である。そして既に機能主
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義の運命は薪たな再生をせま＝られているのである。こ㌧に機能即美の独断的性格が浮カ・び上つ

てくる。そこに機能主義の隈界がある様に思われるのである。

　建築が科学的合理性に墓礎づけられた機能性を遣求した。それらは現代建築の発展に大きな

貢献をした。然しぜまい「主義」と云う殻にとじこもる時必すそれ以外6大事な物でも排除す

る傾向がある。極度の特殊化がもたらす悲劇，即ち「人間性」排除の悲劇である。建築の機能

性は工学上の問題であり，建築としてはそれ以上のものである。これが建築家の絶ゆまぬ創造

力発揮の問題である。機能性は芸術性の基盤を提供するもので手段としての意義を有するもの

である。

第三章　現代建築における国際性の聞題

　　　　第一節　国　際　性

　元来建築はそれが建てられる地理的・気候的・杜会的条件に適応する様になされて来たので

建築の材料や技術はこれらの条件によつてかなり個別的な傾向を具現してきた。そこから当然

その地域独特の様式（Sty1e）と杜会的条件の歴史的変化にともなつて歴史的様式を持つてい

る。国家は国家なりに，地方は地方なりに，ある時は流行の形態をとり，ある時は過去の歴史的伝

統との断絶によつて新しい創造の形態をとつたりして，人聞感情は変化して行くのである。日

本の伝統的な和服が明治時代になつて急激に欧米の能率的な洋服に変化し始めてきたように，

建築においては伝統的な木造建築に対して煉瓦建築，鉄筋・鉄骨コンクリート建築の受け入れ

がなされ，休息形式も坐式から椅子式に変化して行つたのである。この様な変化が進めば進む

程，建築の個別性は漸次減少し，地域的な隈界を超えて普遍的になつて行くと見る事ができる。

この変化の原因としてあげなければならないものに，20世紀になつて高度に発展した科学技術

の一般化にともなう知識・方法の一元化である。科学は法則性の遺求によつて進歩し，か∫る

法則性の理解は人類共通の能力であるため，一切の国家的或いは伝統的慣習からの束縛を出て

発展し・それは統一的世界像への方向づけであり，客観性の確立であり，普遍安当性への憧れ

である・これらの促進のためには各国人の意志が円滑に流通しなければならないが，科学は交

通・通信機関の驚異的発達をもたらし急速に人類の室間的隔離感を消去してしまつたことが大

きな力をなしている。現代建策の国際性はか∫る基盤の上に明確な性格をとらえる事ができる

のである。

　　　　第二節　　国際主義建築思潮とヒューマニズム

　現代建築の発展は近代科学の発展に依存していると云える根拠として，現代建築の材料と構

造の生産技術と工学理論との適応性が指摘される。この科学性は前述の如く建築の個別性を超

越して国際性に統一される素地を構成したのであるが，これが建築思潮として明確に打ち出さ

れたのは1925年独のグロピウスによるものであつた。当時の思想表現に使われた「国際」

（Intら・蝸tiO蝸1e）と云う言葉を現代建築の粋性として具体性を与えようとして同年の彼の箸
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「国際建築」（1ntem・ti㎝乳1・A・・hit・・tu・e，Bauhaus跳・he・，I．）にその見解を明らかにして

いる。（12）

　「現代の特性としての統一的世界像への動向は，個人的限界を越えて価憶を客観化しようと

する。現代建築の特微は個人的なもの，国民的なものを客観化し，世界的な交渉及び技術は・

現代建築を統一的世界形相に導き，民族，個性等の自然的隈界を超えて国際的文化諾国に普及

さぜる。建築は常に国民的であり，個性的であるが，三個の同心円一個人・民族・人類一の内

で最後の最大なる円が他の二つを包括する。」

　これは民族性及び個性を世界性の中に包含せしめうるとするもので，技術の一義的到達であ

り，世界主義的なものである。建築の合理性・機能性は国際的な基盤に立つて建築の客観的な

発展のため「手段」として位置づけられるのである。つまりイズムの特殊化の難点はこ∫に打

解の遣の一つが開かれたと云つてもよかろう。即ちこれを列記すると家の如くなる。

　（1）局限された一地方の様式の模倣再現でなく建築自1体の合理的解決により，その働きとし

ての機能性を高めること。

　（2）個性の自由制作でなく，科学的な技術の上に立つ，合理的構法の成果である事（3）個別的

手工業主産でなくて，世界共通の機械工業的生産によること。

　国際建築思潮は更に1928年に結成された「近代建築国際会議」（CIAM，L・s　Cong・6s　Int・・一

nationaux　dl　A・ch三充ec伽re　Modeme）によつて益々発展し，今日に至つている。（］。）グロピウ

ス，ル・コノレビュジェ（LeCorbus1er，一887一），オウト（抽cobusJohamesPユeter　Qud，1890

一），ギーデイオン（Sigfじied　G三edi㎝，1894一）等が中心になりスイスで第一回の会合が行わ

れ「互に建築についての解釈並びに杜会に対する職業的責務の根本的一致を確信し，各自国境

を越えて相互にその制作において支持しあう」と言つた要旨の宣言がなされ1956年までに各

地で会含を重ねる事↑0回に及び，現代建築の中心問題たるr往」環境の場の合理的・機能的探

求は更にその「住」概念は都市計画を含むものであるとし，往宅・住区・都帝等を超越した佳

㍗問題としてとらえ・「生活圏埣的構成」的に討議が発展している・（1・）

　建築は句よりも人類に共通問題とし下のか∫る生活圏域的往室間構成にこそ目的意識が向け

られなければならない。国際建築の思潮は建築が人類共通の課題意識に立つもので，即ち建築

におけるヒューマニズム思潮の現れであると云える。然しながらこ」で注意したいことは既に

1939年にリチャーズが指摘している如く，（1。）薪しい建築は感庸の代りに理性に基づいて建築

上の問題を解決したので，国境には関廉なく国際的であるが，その国独持の気質とか理想・感

情・風土・習慣・建築材料も持つており，それらの特質はそれぞれの歴史的伝統を持つており，

その様な深い底のある国民文化の永山の一角的現代文化を現代建築が切りとる事はできない。

可能なのは科学的合理的に解決され，是正される範囲内の事象に隈られており，材料・形態・

色彩についての本能的な選択表現は，いわば，人間の風土的杜会関願勺な感晴的反応である。地

域的ニュァンスと呼ばれるものである。人類が国際性を志向しつ∫も，現実に国家が世界の単

位になつており，その地域独特の絶対的な主体性は認めてられなければならないbこれは人類
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それ自1体のもつ多様性に基すくもので，こ」に自1然との調和のヒゴマニズムが指摘されるの

である。人類の概念が多様性と同時に一様性を含む複合体の故人類の国際性を貫らぬくヒュー

マニズムは多様性を庖括したものでなくてはならない。

　　第四章　　現代建築にお防る人聞健の問題

　　　　第一節　建築とヒゴマニズム

　建築が建築としてあるためには板垣鷲穂が「生きたコンプレツクス（Co皿p1・x）としての建

築」（。。）を畿いている如くあらゆる要素の複合体的全体としてとらえられなければならない・

各要素が全体としての統一体的存在においてこそ建築としての生命が具現されるのでのある・

しかもr現代」と云う杜会的背景をもつ建築の性格の把握は結局現代は建築にどの様な性格づ

けをなそうとしているかに帰着するのである。前章までに現代建築における合理性・機能性④

国際性について述べ，それらの考察は必然的に建築における人間性の問題に到着したのであ

る。從つて建築における人間性の問題は現代ヒューマニズム思潮の考察が基礎にならなければ

ならない。

　一般に人間性（Hu㎜・n並y）とは人間を人間たらしめている理念を意味すると同時に・生物

学上の人間と云う種族に与えられている個々の性質を総括した概念であつて，単なる人聞愛走

けでなく純粋な積極的な人間的なものの承認・尊敬・促進への意志である。か」る人間性なる

言葉の本来の創始者は，キヶ口M・・cus　Tu11・us　C1・e・o，106－43，B・C）であると云われてい

るが，彼のフマニタスHuma蛆taS）は理想的な意味の強いものであつてヒューマニズムが世界史

的な意義に為ける一つの思想的な形態をとるに至つたのは14～16世紀のルネツサンス（Ren阯

SSan・・）以来の事である。こ」において申世封建制度の重圧からの人間性の解放が最大の眼目

とされ，その爲には古代のキヶ口的フマニタスの精疎が再認識され，そこから単なる古代文化

の再生でなく，自然における人間性の探究と護見と確立であつた。一更にこれは第二のヒューマ

ニズムとも云うべき18世紀の独に現れた「疾風怒濤時代」（Stuざm。㎜6D蜘g）の文学蓮動等

に顕著に見られる人文主義は，啓蒙思想の抽象的な悟1性による合理主義と機械的世界観に対す

乏反抗として現れ，古典的教養の尊重，人聞性及び人間的個性の奪重ないしはその緒果として

の封建的市民階級の特権意識からの人間性の開放と回復を主張した。これがルネツサニ■スのヒ

ューマニズムにおけると同様に自然哲学の時期に合致」ていたのである。そして現代になる

と，所謂現代的ヒューマニズムが切実に要求されているのが，それは現代的問題意識に基礎づげ

られるものでなくてはならない。現代が，単なる時聞的客観でなく，現代の中で現代的問題を

問題として意識し，その課題を自ら解決して行こうとする主体的な意識をもつ主体的世界であ

る。との様な現代ヒューマニズムは1先す近代科学が生んだ機械及び技術による樫椿よりの人間

性の解放がそ¢）一つである。自動的連続的生産のオートメーションのシステムと人間の価値な

いし人間性の問題であり，原子力研究の驚異的発達と人類の福祉の問題である。第二には・科

学的・合理的・機能的・法則的・客観主義的リアリズムは，人間のあらゆる廣習的なものを否
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定し画、∵的・平均率的ら中性的・人間機械観的思想を助長し，人間の感性的・感覚的・情緒的

な個性的人聞性の没却をもたらした事である。現代ヒューマニズムはか∫る束縛から人間性を

解放し，全体的な人間性の確立をせまられている。それは問題意識をもつた主体的な人間性の

確立であり，判断の主体を人間的実存におくヒューマニズムである。務台理作は全体的な人間

存在の条件をぎりぎりにしぼつて（ユ）杜会的条件（自然的条件ないし歴史的条件を含む），（2）実

存的条件（人間の条件としての限界状況を含む）の二つにし，この二つの相反する条件の止揚

綜合にこそ全体的な存在が規定されるとしている。（17）この様な全体的な人間存在の概念は，

前述の建築の全体的把握の概念につながるものである。国際建築の思潮ぼ人類としての共通性

を墓盤におくが，それはか」る全体的な人間存在の概念におかれなければならない。

第二節　現代建築におけるヒューマニズムの方向

　ユ907年，生活造形晶の良質化と大衆性は美術と工業と手工作の協力によらなければならない

とドイツエ作蓮盟（D．W．B．，D・・D・ut・・h・W・・kbmd）が発足し更にこれが1919年ダロピウ

ス創設のバウハウス（B・uh・u・）によつて新しい方向は明確になつた。バウハウスは一種のデ

ザイン綜合大学で，綱領にrすべての芸術的制作を統合し，すべての工作技術と工学的訓練と

を一つの薪しい建築のもとに再統合しようとする」（】8）とある如く時代の感情たる建築に世界

感情の総ての芸術及び技術を包含する綜合芸術の位置を与えたのである。一例を1925年のデツ

ソウ（D・…u）バウハウス校舎に見る如くグーロピウ．スの作品はリチャーズの言葉を借りて言えば

「極端な一ぼとんど近づき難い一厳椿なといえる程合理的なものだが然しあらゆる都分が完

全に調整され，徹底的に律動的に設計されていて，もつと幻想的な様式でさえ稀にしか成就し

得ぬような一種の高貴さを建物全体に与えている」（。9）ものであつて単に工学的な計算だけで

は員に芸術としての建築は生れす，それらの認識はもとより，それ迄等用視されていた造形的

視覚性の配慮によつて新しい建築における人間性をみるのである。バウハウスの教育計画は構

威教育の塞礎課樫から各工房における実習を経てから最後の建築課程へ進む様になつている。

幾何学的視覚性による統一自勺建築美の表現はあらゆる工学的でありかつ知識の裏付けと構蔵的

感覧を必要とし，かくして単なる付加的装勤的要素と云うより，更に内的な，人間性の配慮の

あらわれであるとみなす事カミできるものである。

　次に幾何学的。合理的な形態に対して有機的建築（0・g・n・・A・・h・te・tu・e）を主張する米の

ライト（F蜘k　L1oyd　Wじig趾，1869一）をあげなければならない。人間の住室間は自然から遮

断された空間の中でなくて自然室聞の申に生活寸るものである故自由なプランによつて内部室

聞を外部室間へと延長されなければならないとするものである。1953年ライトは有機的建築の

ための用語（TheLanguageof0・g独1・A・ch1tec伽e）を明らかにしているが（。。）この建築思

想が，ヒューマニズムの思想につながつている事は見逃せない。

　自然は内的な大自然である。それは材料のもつ自然的感情としてとらえるヒューマニステツ

クな見方の端的な表現である。機械的なものからの人間の解放の主張のヒューマニズムは自然
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のあらゆる拘東から離れて賞由でそこにこそ建築家は芸術家にもなれば或は単に技術家ともな

る，と指摘している。

　　般にル・コルビュジェを単なる機能主義建築家とみなしがちだが，当時の　般大衆の偏見

的固定建築観を一掃する使命として画期的なものであつて，上述の第一の要旨がそれである

が・一方彼自身は第二の要旨にある如く，叉実際の多くの作品にも見られる如く建築を単なる

機械に過ぎぬものとは考えす，純樺な芸術であつて，浮揚する様な力の平衡状態や軽快性や開

放性の造形的詩的室間創造であつてそこに単なる冷厳な科学的計算以上の人間味を生み出して

いる。1930年著の「閲明」（。。）においてr建築とは精碑が作品の堅固を保証し，或は安楽の要

球を満たす事に設頭せしめられた後に，単に役立つことよりは一段と高い意図に支持されるも

ので，即ち建築的イデーとしての拝惜的力を表明しようと志す」とその詩的室間創造的事象を

説明している。そして彼の杜会的構想力はC工AMの生活圏域構成における往の問題を実践で

もつて示し大都市の混乱に対し新しい郡市生汚の人間化に努力を向けている・今伯無計画な大

都市程極度に人間を逆に圧追している。都市が単なる部分の集りだとみなした事に起因してい

る。現代建築における人間性の方向は常に生長・変化する動態的住生活圏域統合体の詩的室間

創造体系にありそれは未来にま1でつながるものである。
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